
実技学習によるロボット 産業を支える 技能 人 

浅田 稔，石黒 浩               大和信夫 ( ヴィスト         
駒田 伊 邦朋 ( 大阪科学技術センタ づ 。 亀田 諒二 ( ベンチャーラボ ) , 0 谷口邦彦 ( 文科 省 ) 

つ ・ A 

ロボットは今後の 基幹産業の一つであ り 大 はその大きなポテンシャルを 有しているとの 子 

を 委員長とする「次世代ロボ 兜金」を設置して 活動を 

石黒。 大和。 谷口は 会の委員として 招請され。 次いで % チ @ こ : は ( 社 )  関 

立ち上げた「関西 次 推進会議」の 企画委員会 ( 浅田委員長 ) にも委員として 

記述するが、 この間、 谷口 は 、 これらの 諸 

重点が置かれてお 視点から技能人材の 育成が重要であ ると提案するとともに " その実践の 

機会を窺ってきた。 

4 午には公的資金の 獲得を テコ に実践に すべく ( 独 ) 科学技術振興 機 

事業 パに 着目して関係者と 検討を続け、 2 nn 5 年度には「地域科学館連携支援事業」に 応募。 採択を 

受けて実施した。 これを、 「ロボッれこ 関する知の移転」とり、 ぅ 視点から報告する。 

大阪市「次世代ロボ 

-- 般的な調査研究で @ 

を 予定されている、 

の中核事業として 

トに 関わる振興。 開発の立案を 行 う ことが 役 

割 であ ったので。 

  
                                      ，政府都市再生ブロ ジヱ クト                     

「ロボットラボラトリー」を 開設して先導的プロジ ヱ タトを推進している。 

一方、 浅田は「 2 年 には人間と互 に サッカ一試合ができるロボットの 開発」を目標に 掲げて 

グローバル な コンペ企画「ロボカップ」を 主宰しており、 石黒はこれに 参加するため 大阪市が支援する 

  ㊤ ゴ の中心として 人型ロボット「Ⅵ s ぇ コ シ リ @ ズの 研究開発を担当。 大和 は その開発。 

制作を始め、 各種の入型ロボッ㌻の 制作に関連する 事業に取り組む - 方、 一部の大阪市立の 工業高校の 

要請に応じてロボットの 組み立てなどの 教育を試みてきた。 
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ロボットは総合技術であ るにも 拘 わらず を 育成する工業高校における 授業は物 

機械など要素知識を 学習する教科体系になっている。 この現状に鑑み 大阪府では 2 0 5 年 @ こ 工業高校 

を 工科高校に編成する 会 は 、 S 校にロボット 専科を設立する 計画であ るが。 先生方はロボッ㌻の 専門 

家で無くそれぞれの 教科大系にそった 担当であ るので。 戸惑いが見られるとの 情報に接する 機会を得た " 

これは、 兼ねてより描いていたイメージと 合致するものであ るので、 大阪府の企画部。 教育委員会と 

コンタク㌻の 結果、 情報のとおり 先生方は半年先に 迫った 開 に 向けて。 大学のロボット 専門の 

話 を招贈するなど。 座 学を申心としたカリキュラムを 検討されておりその び 作に苦心されている。 

とのこと。 一方、 大和の手元では 教育用に 1 0 万円を切る   」 ( 図 2) が完成間近であ った。 

独 ) 科学技 鰯転 織機構 " 蘇轟 
2 0 0 4 年半ば、 前項の情 て 、 かねてより着目して 

コンタク㌻を 続けていた 機 ほ門へ 具体的なアプローチを 始め、 事業の成立要件を 調査の結果、 

「地域科学館連携支援事業」が 適切なのでは、 と判断、 応募要件の整備と 円滑なプロジェクトの 推進が 

可能な体制づくりに 着手した。 
  

前記事業の応募要件であ る地域 

科学館の選定に 当たってはロボ ジ トを 用いた教育事業に 実績があ り @ 

市立。 府立の両方と 連携が取れる 

地域科学館として、 谷ロ が 

理事を務めた ( 財 ) 大阪科学技術 

センター付設の 大阪科学技術館と 

連携することとした。 

なお、 全国には地域科学 

5 0 0 あ り、 ロボッ㌻関連の 事業 

の 実績もあ るが、 高校生対象の 事 

業は全国でも 初めてであ った " 

「地域科学館」と「学校」が 揃えば応募要件は 整 うが 。 この事業を活用して 効果的な技能人材の 育成 

を 行 う という本来の 目的を円滑に 達成するため " 次の機能を加えて 推進チ - ムを 

① 「学術協賛」 : 浅田。 石黒 ら 大阪大学。 知能   能 T 学 専攻の技術指導がで 

② 「研究開発ネット。 囲 ; 産業界との接点を 得るため。 大阪産業 リ造 館を介して接点。 

③ 「サイエンスパイⅡ : 大阪科学技術館の 小中学生を対象とする 科学クラブ。 高校生の学習成果の 

検証のため。 同クラブメンバ 一に高校生が 授業をすることとした。 

④ 「事務局」 : 大阪科学技術館に 駒田をリーダーとする 事務局を 様な業務の連携業務担当と 

してリタイヤ 人材。 亀田を 己置 。 この人材配置により、 事業推進の円滑化が 図られ、 第 6 項で 
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述べる「教材開発」では、 特に、 威力を発揮した。 

制の第 1 回実務者会合開催は。 公募締切りを 2 0 日後に控えた 2 0 0 4 年末であ った。 

2 0 0 5 年度に入り、 表 。 互に示す、 実行 

委員会を組織化し、 実技学習がスタートした。 

本格的な実技学習の 前に 

] 体づつ ロボ ジト を手配し 

き、 毎日、 ロボ ツ Ⅱ こ関す 

っていただくこととした。 

そして、 亀田が高校教諭から 面談などを 通 

じて得られた 情報を基に大 

教材 ( 教科書 ) の開発や各 

科の内容の確定を 進めた。 

この段階で、 大学。 産業 

グループと高校の 教諭 群と 

有 化と移転が図られた、 と言える。 

8 月初旬、 キックオフミーティンバを 大阪 

科学技術館で 行い、 参加全高校から 担当教諭と受講する 生徒 1 3 0 名の内、 5 0 名が参加した。 

石黒から「ロボッⅡに 関する講話を 受け、 大和から使用する「 」を実際に動作状態の 

説明を受け、 概ね、 二人に ] 体のロボットを 提供すると告げると、 「ウォー @ @ J というどよめきが 起 

こった。 しかし。 「ユ年後には、 皆さんが小中学生に 説明をするというプロバラムであ る。 J と、 告げる 

と「 ヒエー ! 9 」 という悲鳴とため 息 。 

しかしながら、 このイベントでロボットの 専門家 ( 石黒。 大和 ) 、 高校教諭、 高校生。 三者間の「知コ 

の 共有化まではまだ 距離があ るが、 共にプロジェク㌻に 取り組む気運は 進展した、 と言える。 

9 月になると、 いよいよ。 本番、 1 3 0 名の高校生 - に 6 0 体のロボットを 支給して実技学習がスダ 一 

トした " 各高校における 授業内容を表， 2 に示す。 

それぞれの高校における 授業内容が異なるが、 4 高校が - つのプロジ ヱク ㌻に取り組むため、 自らは 

体験しない授業も 他の高校の生徒と 共有化できる。 高校の教諭間。 生徒間の「 知 」の共有であ る。 

簿趨   

2 0 0 6 年 =.2 月。 成果発表会をザイエンスメイト 対象に企画したところ 約 ] 0 0 0 名の参加があ り、 

小中学生を双にお 話とデモンストレーションを 行う形で実施した。 生徒達は良きお 兄さんぶりを 発揮し、 

世代が近い同志の 協働事業の有効性、 他の高校の授業内容の 理解、 教育効果を知るのに 有効であ った " 

ここに、 大学。 産業界。 高校教諭。 高校生 - 。 小中学生の世代間協働と 「 知 」の移転が達成された " 
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効果の測定を、 ロボッ 目こ 関係があ るキーワードに 関する理解の 度合いで行った 結果を表， 3@ こ 示す。 

概ね、 授業前に、 「聞いたことも 無く 、 知らない」との 回答をした生徒の 割合が、 授業後にほ半減また 

ほ 3 0% 程度まで減じ、 その層が理解の 進んでいる 層 へと流れていることを 示している。 

キーワード 

すぴ : 牧 艶人材 蒲 成 

人型ロボッ㌃を 用いた実技学習による 技能人材育成の 効果は。 表 。 3 の評価および 小中学生への 講話。 デ 

モなどの様子からそれなりの 効果はあ ったと判断している。 この中で蓄積された 知見を基に「はじめての ロ 

ボット工学」と 題する出版を 進めており、 これを活用した 全国的な広がりを 期待している。 

今回多分野の 多様な関係者が 参加したプロジェクトが 円滑に推進できた 大きな要因は、 事務局に関係者を 

結ぶ役割を持っリタイヤ 人材を配置したことと 考えている。 

一 以 上一 
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